
AVの“0F-Genitive”とヘブライ語法

橋本功

・　　　　　0．　ヘブライ語の属格表現

Authorized　Version（以下，　AV）の旧約の原典の言語である旧約聖書ヘブライ語（以下，

ヘブライ語）は，英語とは異なった構造の属格表環を持っている。すなわち，（1）に図式化し
‘　　　　　　　　【占

て示されて、偽ように，莱語の“NエげN2”に対応するヘブライ語の属格表現は，　N巨の母

音を弱音化した後，N1とN2を並列するのである。

ω　N1（bohnd　form）十N21free　form）＝N1－o／N2

その結果，形態上は，N1はbound　formと成り，一方，　N2はfree　formと成る。そして，

機能上は，N1は〒headであると同時に，次に来る名詞N2がN1のmodi丘erであること

性により，ヘブライ語の特徴的な統語法の一つに数えられている。

本稿の目的は，AV、の“oノ・genitive’，におけるこのヘブライ語属格表現の影響を明らか
にすることである。　　　“

1．、1‘’s－Genitive”と“o匠Genitive’1の使用頻度　・・　　　　　　　　　　　　　層

Altenberg（1982；125）によれば，17世紀の宗教散文における“oゾ・genitive”に対する
“’

R－gen1tive”の使用頻度は，非宗教作品では79％であるのに対して，宗数作品では24％で

ある。Altenbergが調査対象とした宗教作品は，新約の伽沈と，丁加P∫18プ翻’5

Pア0878ε3である。’そして，Altenberg（fうfゴ．：259－62）は，宗教作品では“q∫－genitive”

の使用頻度が高い理由として，英語の“N：o］rN2”と同一語順であるヘブライ語やギリシャ

語やラテソ語の属格表現の影響以外に，‘’NI　o∫N2”はheavy　stressが直接に隣接するの
を防ぐことができることと，“rolling，　rhythmic　movement”を作るのに役立つζとを挙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肝

げている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　幽　丁　　　　　　　LM者は，AVの旧約に用いられている“oノ’－gepitive”の使用頻度と人ヲラ1イ語の属格衷　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　’ｻとの関連性の有無を考察するためにAVの“To　the良εader”，　Eκ04π3の各章冒頭の

「梗概」そしてE＃04鋸の3種類の散文における“oノ・9eh蹟v♂に対する“，ε・齢nitive”

の出現率を調査した。これら3種類のAVの散文のうち，　Eエ04’‘3だけがヘブライ語から

の翻訳文であるが，他の2種類の散文はヘブライ語の影響を直接的には受けていない。尚，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」ｲ査対象とした“’3－ge且itive”と“θ∫・ge皿itive”は，上述のAltenbergの調査と同様，
mod圭丘erである名詞が［十HIlman］または［＋Deity］の素性を持っている場合だけであ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

驕B下表はその調査結果である自一　．　．一　　　一　　　一．　一
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E燃　　1麗i・ag　14。7 490

T・t・！　1・麟i器・147昼 622

　　　　　　　　　　　卜ｲ査した資料全体としては，“’s・genitive”の使用の割合（23．1％） は，Alte且her喜・が訥査

した宗教散文における割合（24％）と近値である。しかし，3種類の散文を佃別に見ると；
　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　‘δ　　　　　　　　　　　　　　hwブライ語から訳出されたE切諏εにおいては，　3・genitive”の使用率が16．9％であり～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ｼの2糧類の散文に比ぺ，1翫o伽3における・“’ε一genitive”め占ある割合が非常に低いこと

が明らかになる。Eκ04欝における‘“5・genlt三Ve”と．‘lo匹ge耳itiv♂の使用購況をさらに

詳細に分析するために，これら両ge且itivesとヘブライ語の属格裳現との対応関係を調査
　　　　　　　　　　　　　　，　　　，
ｵたdその結果，次の事実が明らかになった：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一1）83例の％・genitive”のうち，ヘブライ語の属格表現に対応しているめは63例であ

る。他め20例は，ヘブライ語の属格表現以外の裂現を訳するたあに用いられている。

2）407例の“o匹gellit1ve”のうち，ヘブライ語の属格表現に対応しているのは404例

である。他の3例は，＾プライ語の属格表現以外の表現を訳するたあに用Uられている。

これらの事実を考慮に入れて，ヘブライ語属格表現がAVのE切伽sで％－9』亘it｝vげ～・

または，“o弄gellitive”として訳出される割合を見ると下表のようになる。すなわち，ヘブ
、　　　　　　昌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引

ライ語属格表現は‘御5・genitiV♂ラよ1り1も“0舜genitiVe”’≧ヒよって置換されている割合が極

めて高いことが分る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1x　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　’i．・『・1
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ﾉおいては，ヘブライ語属格衷現以外の表現を訳出する時た用いられる㎝3・

genitiV♂と『げ・gePitiVげ’P割合に，下袋の通．りである。すなわち、属格表現以外のへ　　　　　　　　　　　　　　　　曲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

ブライ語表現を訳串する時に；、i英語の属格諜現の使用が必要な場念廿gehi壬iv♂よりも
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これらの調査から，ヘブライ語属格表現がAV（旧約）全体において“o英g6nitive’1：の出現

率を高める働をしているのであろうと推察することができる。恐らく了昏ブラ千語属格表現

　　　　　　　　　‘
¥現に忠実であろうとするAVの翻訳者達が，ヘブライ語属絡表現の英訳として，“N2，3　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳

　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

m、”よりも“NIo∫N2”の表現を多く選択したのであろう。　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■E　　層∴・　　←　　2．Head’noun’の反復「　㌧　　　　一　　∵
@　　』　　　　　一・・　　、　…　　　　　　　　　　　　　　　　’一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　F

　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽L

Eヘブライ語の属格蓑現“NゴN2”の’headlセある・N1｝ま，1値のInodi丘erを従える之とを
■　’　　　「　　　　．　隔　　　　　　　　　　　　　、　　　團　　　　　　　　　　　　　　」馬　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　p　　　　t　　昭　　’・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　1・　’

ｴ則としている。そのために，同一・headを持つfnddi五erが複数個ある場合には，ヘプラ
L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　，　　　■

イ語では，・modi丘6rの数だけheadを反復するととになる。（1）～⑤ぽ，このよう’なヘブラ
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←

C語の統語現象が反映されでいる文セある。　’　　　一鞠　　　　　　　　　　’
1「

P　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　一　　凸

（の．・tゆ・h・11bτi喀ρut助吻・夢・ξqf　th・・ki孕95。f　luζ・h・・and伽卸・・f．hi5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

princes，　and∫ゐθδoπε3　qf　t蝕e　priests・　aエLd　≠海θ　δo，蓼831・of・the　prophets，　and　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

伽う・π…fth・inh・bitant鼻。f　I卿sa職・辿t・f　th・三・gτ・りesドーノ飢viiL　1・

、－C‡，蝿撃：m・亘、sh・ll．　b・in琴・。u㌻・f・・導th・iぎgray・頭・々・”…f．　th鼻kingsρf

the　Juda・　of　the　of丑cers・　priests・　and　proP耳et§ゼ、a皿d　of　all　who

．　　　　　・　　、　ユived　in・Jeτusalem．．　　一　　　　．　・　　　　　　　　　　　、　、
　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噌　　　　b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暫

（2）　AIld　I　will　make　thee　sweare　by　the　LORD’加Oo40f・heaue叫．、an・d酌θ

（3）Milcah・the　daughter　of　Haran・‘舵∫躍舵アof　MIIc得h之an舜酌θ和ψ召プof　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

　　Isca1↓．　－Gθ22兜　～【㌔　29・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　．　　　　　　　　　　　”

@　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臣　　　1　　　　7　　　　　　　　　　　　　　1r‘

i4）　in．．thelplaihβof］配【amre　the　Amorite，　bアo’み8増』oゾEshcd享，　and薩o’ゐ¢アof

㌦　一一　　　　，　’　　－　　　　　　r’∫・　－1・∴！∫　　・・　　　　：　』・〕　　し｝　1’　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　直昌

3．　“Tlle　hill　of，my　holiness’』my　hill　of　holiness　Lこ1・・

ヘブライ語の属格表現㌃1㎡ゴ適’陵細1勢痢に溝い（は淑1臨・かなる限定詞も付加

することができない。ヘブライ語では，一般に，名詞を飾修する所有代名詞は，接尾辞の形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ﾔを・どら渇牽痂牲醗る翻鮒加ざ滴．『し力拡王述のよう｝≒’内シラ樒δ儲

表現ではN、k喪名詞綾尾辞を付茄ずることがぞきなし吻で1瓶乏え瓦を修餓トるたあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lﾌ代名詞接尾辞であ2ても，4）に図式化して示されて、・るよ到に憩N2：に付カロされる。，

・∵ @　’＜晦1i・h＞一凸1・・1・臥く舳画〉…　　’・巴：デ・1　読

d＞・・a．廊INゴo州塗ら槽b；IN1寅≧－o朔濡∴帽・一一‘　：∴　　凸
繊瞬1暁、轍嚇蓬面瞬旗1’障瞬あ虞繭睡嚇鉱　　　　　　　　　　、　「

（2）a．Nユげゐゴ3N2
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、b．，乃f3二N1リゾN2　’

．、” @　c’．ゐ∫3N1・o∫’；∫3　N豆　　．　　　　一

ｵかしなぶら，AVセごはqb）を（2b）または（2c）のいずれかに解釈しなければならない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　’1場合においても，’原典の（1b）の構造を保持している例を見ることができる。（3）ヨ（12）は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　「　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引その例である。　　　　　　　’　　　　　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　』　’

（3）　the　sword　of∫勿exceUe耳cie　INEB：．湖g灘glorious　sword）－P8κ’．　xxxiii．2a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　巳　　．

（4）　in　the　mountaine　of乃ゴ3　holinesse（NEB：痂3　holy　hill）－P3．　xlviii．1．

（5）　in　th臼Courts　of甥ンHoli耳e5se・（NEB：l　i耳鋭ア耳ol￥ρourts）－13紘1xii．．　a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

（6）　for註reward　of緬θf7　shame（NEB：f加fアreward　of　shame）一一P3　xL　15．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1i7）　the　rocke　of甥ンrefuge｛NEB：my　rock　o歪rサfuge）　　」P＆∵xciy．22一

（8）　the　word　of’1砂righteousnesse（NEB：”り7　rig斌eous　promise）r－一一P3．

cxix．123．

　　r　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謬

i9）　the　voice　of卿ッ『sllp亘1i¢ati611s’（N亘R：鋭y　cry　for　mercブ）－P＆歯x比i．22．
　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

i10）　　th6　pebple　of　まゐy　holinεsse一ノ3召ドIxiii．　18．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒

i11＞The　shield　of酌ツsalvation－－P3．　xviii．35．

　　　　　　　　　一－i12）　So　we’thy　people　and’sheepe　of酌y　pasture（嵩士hy喜heep　of　thy　pasture）

一」Pε．1xxix．　13．　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　・T

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7bf．瑚exceeding　ioy（Margina1ロote：地似蘭召g毎伽655θoノ鋭ッ勿）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

諱@　　」P3，・xliii．　4．　　　　　　’　　　　　　・　一　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　一

雇3idoles　of　siluer，　and屠3　idoles　of　golde（Margi血al・’ndt6ゴ・正f召う飢’乃θ

　　　　　　　　‘1〒f　　・f4013　b／1諺f3　3fJμεナ，　＆‘．）一一一1εご2。『ii．　20．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凸
E遡の一君＆．x！i｝L　4や1…ii・2咋紺るよ5に・qb凋AVで（2b）嚇造曖換して訳されている時に，matginal　noteセこ原典の構造が記されている場合も，多一くある。

，肖・．㈹、｝矧示趣ていうように・②｝の鯛哲舷であ猟英訳聖書での訳が
定着してしま．っていうた挙喧理EBにおいても・（1b）の構造が保持されている例もある』　　　　　　　　　、　L　　　　　　噛　　　　　I　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

（13）　the　God　of魏y　life（＝鋤ツ1iving　God）（NEB：the　God　of辮ツlife）一一一IP3，
xlii．　8．　　　　　　・，　　・’　、”・　，　　　；『・　　　、　・　　　　　　　　　　　’　1　　　’　　　　．　　　　1　　　　「　　　　　P　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、

ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

@　　　　　　　　　　　■
@　　　　　　　印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
@　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
`Vに｝‡・“恥o∫N2”櫨造のN2が抽象名詞で南る場合が数多く見られる。この構造のAV

における典型的な例は下例に示されているよう．に「men／a　man　Of十抽象名詞」であ，る。　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噌

meh　of　re且owine　lO8”；ヤ三；4）71舶h　of　actiu量tie（G8把．　Mviir　6）！men　of㎡i宮ht

（2照鬼8・xxiv・16）／men。f　vnd・・st・ndiρ9σ・かx韮xiv・10）／m・皿・fl　strength（∬・乱

v・22）／aman　of　rest（1α；・xxii・曾）！写ne且gf　va1G腿rσ2イd8・．・iii．・・29）ノa　man　of　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　F

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1

〔Pノω’xix・19）／a　man　of　strife，　andamaゴof　cd皿t6nti6nσ肱xv．10）／a　m亘h　of

war（15礁xΨi．17工　　　　　　　　　　　　　　㌧い　．、∴
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AVにこの種の表現が多く現れている．のは，　AVではヘブライ語の表現が忠実に訳出され

ているたあである。ヘブライ語は，形容詞が充分に発達していない言語である。そのために

抽象名詞を属格表現のmodi丘erとして用いることによって，抽象名詞に形容詞的機能を与

えているのである。・もっとも，1（autzsch（1980：417）セこ．よれば，ヘブライ語は，たとえ形容

詞があっても，それを用いず，その名詞形（抽象名詞）を属格表現で用いることを好む言語

である。

5．．“（Tゐθ）NI　o∫N2”（N1＝abstract　noun）’
@　　　　　　　　　　　　　一

AVには，“（the）Nl　o／N2”のN1が抽象名詞である時，　NエがN≧を修飾している例，す　　　　　　　　L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ﾈわち，（1）」（2のに例示されているように「抽象名詞＋oノ」　が形容詞として機能してい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽

る例を多ぐ見ることができる。　　　　　　　　1・　　τ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
i1）　〃～θρア」4εo／ma且’（NEB：Oontentious　men）　　P3．　xxxi．20．

’　　　　　　　　　　　　　ぜ　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔　　F

（2）　Ialso　hゴue　giuen　you　c18α弛π召3320／teeth　　　　／1甥03　iv．　6，．『　　　七　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

（3）　according　vnto’舵8‘r卯！，雄ε580ゾthy　mercie，一（NEBξthy　gr，at　an4　constant

　　　　　　」撃盾魔?j　　　　ハπ昭解．　xiv．　19．1

（4）　alld　vpon訪β3η重oof1甚o／11is　necke（NEB：the　smooth　nape　of　hiS　neck）

G召”．　xxvii．　16．

　　　　　　　　　　　　　、i5）JL2卯8・疏oLf　dayes　is　in　her　right　hand（NEB：10ng　life　is．．．）　　　P／oり．　iii．1a

（6）　with　81α4πθ∬80∫heart（NEB：with　a　glad　heart）　　Dα‘ムxxviii、4乳

（7）　who　hath／84π2s3召o∫eyes　P　　jPアo〃．　xxiii．29．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pi8）　God　gaue　Solomon＿’αア8θ，2ε3360アheatt，　　ヱKf，置司93　iv．29ド　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一@　　」i9）－He　that　loueth♪“ア召”833召o／heart　　Pγω．　xxii．11．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」i10）　the　fathergsha11コot　looke　backe　to　their　childre血forノ診θう1ε”ε3380∫乃σπ4θε

　　　卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

f　ノ召此　xlvii．　3ゼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→ii1）　because　of’ゐθθ㍑’JJ　o∫亨our　doi皿gs（NE正虹your　evil　doings）　　　ノ8」r」xxi．12L

（12）・∫舵ル’o∫kidne三s㌔bf・wh息at（NEB：・the　f出est　flour）’・・D偬∫．　xxxii．14．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
i13）　’乃88’o耽yo∫h三s　n．ostriIs　is　terr玉b1巳　（NEB：his　shrill　neighing）　　　∫∂δ‘

xxxix．20．

（14）　as〃；ε伽ご18θ”加338げmanジbr　a血y　v血cl6an61bbast，　．『L例，　vii．21．

　‘i15）　from蘭8ガロ”θア’θo／the　tongue（NEB：from　the　seductive　tongue）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LvP21θ〃1．vi．．24．　　　　　　　　　　　・　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　層

（16）　byε’ノ碑8級．げhand　the工OARD　lbrought　you　out　from　this　place：

¶　　、　．E寛r．，．．xiii．　　3．　　』　　・　　一　・　　　，・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　．、　ご　　　゜　1　　　　、　　　　　　　　　　　　　°

（17）　hee、shall　ki瓜dle　a　lbur皿ing，．正ike・”昭・西πオκ’”8’o∫a五fe（＝　burni血g｛ire）

一1 @　　　　　」r5α‘．　x．　16応　　　　　　　　　　　　．　　．　　　　　　　　　　．　　　　　　　・　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　、，

（18）　because　of’ゐ8プh㎡8．　oアthe　oPPressour．（＝the　furious　oPPressor）’　　1」r3αご

．　li．13．，　　　　　　　　　　、　　　，　　　　　　　　　　一　一　“　　　　　一　　　．

（19）　αメ『α切¢oノガ7召that　deuoureth　the　stubble（＝a　flaming　fire）　ト∫06J　ii．．5．
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（20）　On’ゐ召乃6fgみ’of　h量s’5tature｛＝＝his　high　sta七ure）・」一ム土Sπη2．　文vL　i乳

　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「?@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1　　　』　ゴ、　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
r　　　　　　　丸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　L

これらも，原典のヘブライ語の属格表現が忠実匹訳出された結果AVに現れた表現である。

プ方ドAVには，原典の構造より．も意味を重視した訳もある5そのような場合；一多ぐは∫（21）

に例示されているように．Mafgi且ゴl　not6｝亡ヘブライ語の構造が示されている。一　一

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
（21）

AV”
幽丁顧SLATIeN｛　血ARGINAt　N。TE

1．　E飢xL．8 　　　　　　　　　i≠№窒?≠煤@anger　．　　　｝heat　of　anger
晶

　　　　　」▼＝@D召砿lxiL　l1

R．　宮0々．i肌21

S．ノo西xxx．21

轣@Pa　xxi机4

　　・、　　　　　　　　　　l
凾盾浮秩@c五〇ice　vowes　i　thεchoiごe　of　your　voWes”
@　　　　　　　　唱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

垂?mfect　g。五d∵li・perfec詑i・h・。f　g。1d・”』
狽?凵Et・。・gh・nd　ithes・・。・g・th・晦h㎝d…cleane　hands　　　　　　i　the　cleans　of　handes

O　P5」xxxi乳ε　． ・qb・qk・nh・a・t　｛th・b・。k・・。f幡し，
　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ー

V曲　　1’3θ」　xxxΨii，　24　　　　■8匿　」Dθμ∴’xコ重viiL　50

灘畿＿i畿灘笹藤
→r　　〒　卜　r　． 乳Dε砿xxxiiレ2
P0、　1Kf飼gε　v工　29

　　　　一　　　　　　　l　　　b　　　　　　　　　－　・
′ﾜerie　LaW　　　　la五re　of　law幽　　　’
BP。nH。w。，s　i。P，。i。g，。f㎞。，∴　・’　　　　　　　　　1

一

’．1 一　　　　　　　　　　，　　　　　　．　　　　　　「　　」　、，　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　T　凸

導4～事実鳳当時こρよラな表現に対して》．容認可能性がある理康琢か？たζとを示すも吟
であろう。　　　　　　　『　　　　　　　　，　　　　、、　　　　β　　　　　　，，　　　　　　　“　」　　L

これらに対応する原典のヘブライ語の構造であるカ㍉当然ジ、属格表現隙hN㌶のN・が
抽象名詞であ聾そレて，・N・淋N2のInooi丘erになって～・ることは言うまでもな・め。ごの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

解釈鵬§§4－5において，ヘブライ語の属格表現，“Nl　N昇：’のN：が・head、であり」．　N2、が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

卑od1舜erであると述べたこと」と矛盾象る帆しかしジPavidsonl（19アβ：賀N蔓よれ鵬N乳が　　　　　　　　　　冒

抽象名訊あるい｝劃分詞である臨N・がN2を限定する機有を持つ場合がある6工岱ブラ
唱　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱　　，　一　　　　　　凸

@　　　　　噂イ語で1蜘緯・形答詞恥欄の灘を構麺いる・］蓄し導，蔑獅恥堕瞬h〈19＄。；
42弓）・によれぽ1・導の場合働象名諏醗諏㍉・煙の躍醐泌場合セこ比べ強調が置力｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　、れているのであるb．段べ．　　　1．　　＿．∵＿　　　　　　　．　　1．、、　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　－　　甲　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　’P　」　　冒

D・ x　，　：”．1こ

．　＿　　L6r－‘「A・fool　of　a：m興1♂・．と【、プ7イ語法　　　　，．「、　　∴．

一・～－ @1・　凶　一∫一雪　　・・瓦一・、∴　一罷．㌔・三二
この句では，§5で言及した“NI　o／N2”と同じく，NlがN皇を修飾していゐ。．但しこの

句のNrは具象名詞であるげ荒木し，宇賀治（ユ984∫：527）1は，［この句が存立し始めだのが17

世紀後半からである」ことを示唆しているdそして，尾上（1975書96－97）．は次の7よ、う．に指摘

してしこ観fこれらの17世紀の語法が何を起源として起りたか∫不明と言：うほか，は竣いが1＞

ζの頃がまだ稀だったこの構文が18世紀初頭以来SwifちStee1馬SterheジSh6r五dan等

アイルヲソド出身の文筆家たちにようて持ちこま：れたAhgro』瞳sbの語法の精力的な応援

を受けて，19世紀に標準英語として次第に定着していったと見ることは先ず正しいの窓はな

いだろうカお」・一∴L　y、’一　一・1・砿ジ’野ノ雪　’1…・．’1！恥壽∵エー、∴1、、，　胆弥

一
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これらの陳述のなかで興味深いのは，，17世紀に起ったこの句の起源が「不明」．であると

いう指摘である。なぜならばムプラ’イ語には，（1a），（2a），（4a），〈5a）示されているよう

1こ，’この句と同じ構造の句があり，それが17世紀前半の英訳聖書AVを介．して；英語に入っ

てきた可能性があるからである。　　　　　暫

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　百
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
iユ）　・艮焦HB：，an．d－he　shal1－be（α｝盟f14日盗3－o∫（α）”昭π一一一σの1．　xvL　la．

∴　．・b・TB：la　wylde　man：　　・

c．AV：awilde　ma虹（典arginal　noteにヘブラ、イ語表現なし。）

d．AP：1ike　a　wild　Ass　to　MenL（marginal　note：the　litera1π¢う．　be，加

ωfJJうθ’乃ε瞬Jd！133－∫ゾ・漉露．）

e．RV：as　a　wild－ass　among　men

f．RSV：1｛e　shall　be纏瞬」60530∫¢』拠瑚，”一　　　　　　’』　　　　　　　－’

（2）、a．　HB：alld－we－shall－raise」up　agaiロst－him　seven－of　shepherds　and一ε∫g加一

…’ @　』’』・oノ㌦1かアf”‘83－o∫フπθカ　r－←，MJα　　Ψ．　4　（5ヌ亀　　　　　　　　　　　　　　一　・、　　8距

b．AV：eight　principall　men（marginal　note：ρ〆π‘召3θゾ解伽）　　　督

一幽’純[AP：壷e　will　rai5ピbp　against’him　seveh　Shepherd6，　and・召を配Pゐまπ‘6∫

・＝ @　6ゲ漉払　　　・’一　　　　　　’　　　　　』

　　d．．RV：eight　princlpa玉men　　　　，　　　　　　」』‘凸輸e’．RSV：6ight　principal　men　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」i3）、・3㌦耶も」rb畦・亘・rrts－。f・eed5（th・）・卿・ny－qf　bull・wif年「鷹3・・”6・’

」ウ」ε3－一一P＆　1xviii．　30．

b．みV三翠e塊些e．the，company，of　spgaremen，　the　multitudg　of　the　bulle寧，

、＿　　，－　　L　一二　　：こrW：it1要，’～≒θ．二寧召ξ詔俘5　0」プ　　言：1診2　　ρタ0」）1θ，　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　．　　　　＿　　．　　ゲ　　，　　　　　　　　　　　　　†　　　　、　　．　　　　．　i

c．AP：Rebuke　thou　the　Company　at　the　Reeds，　the　Rabble　of．People

、。，　　∴like’七Bu11s・wi七h　Calveミ鞍　　　　　　一’唱　．　　　　　　　　　’

d．RV：・with酌2‘4」”召30∫’1セ幻ウ20μ23，、，　　　1　　，

（4）　a．HB：apd－（θ〕一プbo’－o∫（4｝拠朋despises　mother－of－him－P／o”．’土vl　20，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜P　・・　　　　㌔｝dx．’113三xxi．・20．　’1’”　　　　㍉　　　　　　　一一　　　　・・　　　　　　　　噛

b．AV：缶e”釦olish・mah（㎞包r菖i皿al　n6te｝こヘブライ語表現なし。）”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽
@　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’i5）噛a．’
gB：’1’o海一〇チーGo41＝migllty　hero｝二Moab－2　Sσ1π．　xxiii．－20．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　「

@　　b・鯉・．li・n－liド・聯・flMd・b⑫鯉．nr綱9π夢Gρ4）Cり・儲x一
　　　　’ix．11，　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，『’　』噌｛謡怠面鵡’にある「・1i。nL’。f’66d・めG6dに対応するヘブラ儲は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　，

．：h　　；，．｛‘m壇単yman”をも意味する宙）・　　　　　　　　㍉　　　．

　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　－

@←@　　　　　　　．@　　　　　　　　㌔n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞠

，これらのヘブライ語の表現は，§5におけるヘブライ語衷現とは異なり・，．・・AV訳では保存さ

れていない。しかし，（2b）や（5b）におけるように，　AVのmarginaLn6t6でヘブライ語の

表現が示されている場合がある。原典に忠実に訳出するように心掛けていたAVの翻訳者

達が，翻訳文に原典の表現なもちこまず，marginal　noteでのみ原典の表現を示したという

ことは，この表現は，当時の英語表現としては，容認可能｛生が極めて低かったことを示して
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いると言えよう。　、　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　”1’

しかしながらimaτgina1血oteという形であったにせよゴその表現が英語を母語とする人

々の目に入る機会があつたことは否定できないであろう。その結果として，このヘブライ・語

表現が，§5における表現や（3a－b）における同格表現の類推から，容認可能性を高めてい

ったとする推論も可能である。

尚，筆者の現在の調査では，この入ブラィ語表現が最初に翻訳文の中にもちこまれた英訳

聖雷は，1764年のAP（Anthony　Purver’s。41＞召ω召π4　Lf’6ア41　Tア伽ε’漉ゴo蕗・．げ∠4π

魏εBoo融o∫醗θ0’41朋4ハ他ω‘T8s♂σ甥伽ま）（2c）である。　　I　　　I　．・，
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

@　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌　　　　．　　　．　　占　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BIBLIOGRAPHY　　　　　　　　　し

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　：　，　　　ポ

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LsEXTS　AND　VERS10NS　OF　THE　BIBLE　　　　・　　　　　　　、

・AV＝Authori2ed　Vサrsioゴ丁舵」』』’，1’王｝ゴ配8’．6知c3加f’εfπσ．ア召dlI‘ε召413fどθof莇4」4躍加ノf釦‘

　　　　　　　　　　　　「P／6揮fθπρ1‘δ1∫3加4f，ε醜εア忽r　1611癖’みロηf，1’104甜‘’foπう、y五．　lF．　Poμσア4σ”d「ゴ”記3’ノ伽

AP『P肛ver’s　Bible　4．ム砲1〃4，1d、Lゴ≠8rθ’7アαπ3如”o鬼げ五π！加．」Boθ彦3ρヅ∫ゐθ0’ぱ．儂4ハ勉”

Tεε如輿θπ’；躍∫酌，三〇館3，ごr沼oα1朗d8ゆ’ロ加’oアy，　translated　by　A旦thoロy　PurΨer．2vols．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜

1764．London：W．　Richard50n　and　S、　Clark．　　　　　　，　　　　　　　．
1　　　　骨1　　　　1

HB＝Heb「ew　Bible　B漁κ・う・・f・乱（・d・）R・Ki叫・t・L　197乳St・ltgrτt・peutsche

NEB＝Ne宙Ehgli6h　Bible　T加ハ「61σE刀8’ま31重Bf占’¢，’加014　Tεε頗η昭π’．1970．　Oxfbrd：OUP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　．　　卜
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